
（２）－ケ 

１ 件名 無停電定電圧定周波電源設備（ＣＶＣＦ）保守点検業務 

 

２ 履行場所  

東京都練馬区上石神井４丁目８－４ 

  厚生労働省上石神井庁舎電算棟 

 

３ 履行日 年１回。厚生労働省が指示する日。 

（各年度実績：毎年１２月３１日） 

      

４ 対象機器等  

①ＣＶＣＦ装置（４００ｋＶＡ）                ６式 
②蓄電池( MSE－500×272 セル）                 ６式 
③ＣＶＣＦ系高圧分岐盤                    １式 
④入力変圧器盤                         ６式 
⑤直送系高圧分岐盤                      １式 
⑥直送変圧器盤                         ２式 
⑦並列盤                           １式 
⑧直送分岐盤                                   １式 
⑨出力切換盤                          ４式 
⑩保守バイパス盤                        12 式 
⑪システム監視盤                       １式 

 
５ 一般事項 

①作業にあっては、運転・監視・点検及び保守等の記録を十分検討する。 
②作業にあっては、建物の床、壁、機器等を損傷し、又は支障を及ぼさないよう事前 
に必要な養生を行う。 

③作業が終了したときは、養生材、工具、資機材及び発生材等を撤去し、必要に応じ、 
建物の床、壁、機器等を清掃する。 

④点検及び保守の結果、機能に異常がある場合又は劣化がある場合には、とるべき必 
要な措置を報告書に記入する。 

⑤電気設備は、電気事業法(昭和 39 年法律第 170 号)による自家用電気工作物の維持

及び運用についての保安規 
程、労働安全衛生規則等を尊守して、適正にその点検及び保守を行うものとする。 

⑥電気設備の点検及び保守は、原則として停電して安全な状態で作業を行うものとし、 
  やむを得ず活線状態で作業する時は絶縁防具、保護具等を用いて行うものとする。 

⑦交流無停電電源装置の点検保守に当っては、停電作業範囲の明確化、停電時間、停 
電操作及び充電露出部に対する安全装置並びに施錠又は標識の設置の確認を行う。 
また、当該設備について機器の操作の範囲及び分担の明確化を図り、災害、事故発 
生時の緊急連絡及び処置体制を整えるものとする。 

⑧交流無停電電源装置の点検及び保守は、主任技術者（又は代務者）が、点検業務に

立ち会うものとする。 
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６ 点検内容 
 点検は下記により行う。 

①目視点検及び清掃 
点 検 内 容 点  検  方  法 

 (1)変色部品の有無確認 目視にて変色部品の有無を確認する。 
 (2)変形及び破損部品の 
   有無確認 

目視にて変形部品及び破損部品の有無を確認する。 

 (3)コンデンサー等の 
   油洩れの有無確認 

目視にてコンデンサー等の油洩れの有無を確認する。 

 (4)放電痕跡の有無確認 目視にて放電痕跡の有無を確認する。 
 (5)盤内清掃 
 

掃除機・ハケ・ウエス等により盤内の清掃を実施する。 
また、ユニットは全て抜き出し、掃除機・ハケ・ウエス 
等で清掃する。 

 (6)錆発生箇所の有無確認 目視にて錆の発生の有無を確認し、発生の場合は除去する。 
 (7)コネクタ挿入状態確認 触手にてコネクタの挿入状態を確認する。 
 (8)異物混入の有無確認 目視にて盤内及びユニット内の異物の有無を確認する。 
 (9)抵抗器類の外観点検 目視にて抵抗器類の外観に亀裂やヒビの有無を確認する。 
(10)ヒューズ類の外観点検  目視にてヒューズ類の外観に亀裂やヒビの有無を確認する。 
(11)冷却扇ベアリング音の確認 冷却扇を手で回しベアリングに異常音が無いことを確認する。 
(12)主回路締付け点検 
 
 

主回路の締付け部にスパナを当て、締付ける方向へ回し、 
緩みが無いことを確認する。もし、緩みが有る場合は増締め 
する。 

(13)制御回路締付け点検 制御回路の締付け部にドライバーを当て、緩みが無いことを 
確認する。 

(14)変圧器・リアクトル類端子 
の締付け及び外観点検 

(13)と同様。また、変圧器・リアクトル類の外観に焼損等が 
無いことを確認する。 

(15)コンタクタの接点点検 コンタクタの接点カバーを開けて、目視にて接点の銀ろう 
付け部外観に変形やヒビが無いことを確認する。 

 
②絶縁抵抗値測定  

   点  検  内  容         点  検  方  法 
 (1)絶縁抵抗値測定 ５００Ｖ絶縁抵抗計にて絶縁抵抗値を測定し 

下記の規定値以うえであることを確認する。 
   交流入力回路－大地  ５ＭΩ以上  
   直流入力回路－大地  ５ＭΩ以上  
   交流出力回路－大地  ５ＭΩ以上  
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③制御装置の確認                                                             

点 検 内 容 点  検  方  法 
 (1)制御装置内 
        各部電圧測定 

制御装置の各部電圧を測定し、規定値内であることを確認する。 

 (2)ゲート制御回路内各部 
   波形観測 

ゲート制御回路内各部の波形をオシロスコープで観測し、異常 
波形の無いことを確認する。 

 
④無負荷特性試験                                                             

点 検 内 容 点  検  方  法 
 (1)起動・停止試験 ＣＶＣＦを起動・停止し、異常が無いことを確認する。また、 

運転中に重故障を発生させ自動的に停止することを確認する。 
 (2)出力電圧波形の確認 ＣＶＣＦの出力電圧をオシロスコープにて観測し、波形のブレ等 

が無いことを確認する。 
 (3)インバータの電圧波形 
   の確認 

インバータのチェック端子をオシロスコープにて観測し、波形の 
ブレ等が無いことを確認する。 

 (4)停電動作の確認 ＣＶＣＦ運転中、模擬的に停電を発生させ、正常動作となること 
を確認する。 

 (5)並列投入・解列動作の確認 ＣＶＣＦの並列投入及び解列が正常に出来ることを確認する。 
 (6)バイパス送電切換の確認 ＣＶＣＦ送電、バイパス送電の切換が正常に出来ることを確認 

する。 
 

⑤保護回路連動試験                                                           
   点 検 内 容         点  検  方  法 
 (1)故障検出回路の動作確認 ＣＶＣＦ運転中、模擬的に故障を発生させ、故障検出回路が正常 

であることを確認する。 
 (2)周辺盤の表示確認 (1)の時、周辺盤の表示が正常であることを確認する。 
 (3)タイマー及び保護 
   リレーの設定値確認 

タイマー及び保護リレーの設定が適正であることを確認する。 

 
⑥予備品点検                                                                 

   点 検 内 容         点  検  方  法 
 (1)予備品員数の確認 予備品リストにから予備品の員数を確認する。 
 

⑦盤面指示計器の動作確認                                                   
   点 検 内 容         点  検  方  法 
 (1)盤面指示計器の動作確認 ＣＶＣＦ運転中に各盤の指示計器の指示が正常であることを 

確認する。 
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⑧運転状態の確認                                                             

   点 検 内 容         点  検  方  法 
 (1)室内換気及び空調状況 
   の確認 

ＣＶＣＦ運転中の室温、湿度が下記の規定値で有ることを 
確認する。また、空調機が正常に動作している事を確認する。 

   周囲温度  ０～４０゜Ｃ  
   湿  度  ３５～８５％  
  
 (2)表示灯の点灯確認 ＣＶＣＦ運転中に各盤の表示灯の点灯が正常で有ることを 

確認する。 
 

⑨蓄電池（ＭＳＥ－５００×２７２セル）：６組                                       
点 検 内 容 点  検  方  法 

 (1) 浮動充電中の蓄電池 
   総電圧の測定 

電圧計で、蓄電池総電圧を測定する。 
蓄電池の総電圧は、2.23V×272 ｾﾙ＝606.56V とする。 

 (2) 浮動充電中の蓄電池 
   電圧の測定 
 

電圧計で、蓄電池（全セル）の単セル電圧を測定する。 
蓄電池の単セル電圧は、2.23V±0.05V 内であること。 
 

 (3) 蓄電池の外観点検 電槽、蓋などに亀裂、変形などの損傷及び漏液のないことを確認する。

液栓パッキン類の損傷がないことを確認する。 
ほこりなどによる汚損のないことを確認する。 
接続板、端子等に発錆のないことを確認する。 
ボルト、ナットの緩みがないことを確認する。緩みがあるときは増締

めをする。 
電極板活物質等の脱落の有無を確認する。 
予備品の確認、所定の員数ある事を確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
７ 点検報告書 
  点検結果について報告書を作成し、以下のとおり提出すること。 

紙媒体             ２部 
ＣＤ－Ｒ媒体          １枚 

 
８ その他 
  （１）事前に打ち合わせを行うので出席すること。 

（２）受変電設備点検と同日点検となるので、総合シーケンス試験（ＵＰＳ運転時

に実際に停電させて、異常のないことを確認する。）終了時まで立ち会うと共

に、終了後の各システム立ち上げ安定稼働に入るまで待機すること。 
（３）当日は他設備の点検業者及び工事業者が数社入る為、各業者間の行程調整に

協力すること。 
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（２）－コ 

１ 件名 シャッター保守点検業務 

 

２ 委託場所 

東京都練馬区上石神井４－８－４  

厚生労働省上石神井庁舎（電算棟） 

 

３ 履行日時 

年１回。厚生労働省と調整の上、決定する。（１０～１１月の土曜もしくは日曜 

を予定。） 

 

４ 業務内容 

受託者は、当該機器に対し点検、清掃及び調整等を行い、機器の正常な稼働が行わ

れるよう点検等を実施するものとする。 

 

５ 対象機器 

 ① ＳＳ－１/１０１ Ｗ－３３９０、Ｈ－２３００ １台   

  ②  ＳＳ－２/１０２ Ｗ－３３３０、Ｈ－２３００ １台   

  ③  ＳＳ－３/２０１ Ｗ－３５９５、Ｈ－２３００ １台  

  ④  ＳＳ－４/２０２ Ｗ－３３３０、Ｈ－２３００ １台  

  ⑤  ＳＳ－３/３０１ Ｗ－３５９５、Ｈ－２２００ １台  

  ⑥  ＳＳ－４/３０２ Ｗ－３３３０、Ｈ－２２００ １台  

  ⑦    /ＳＢ１０１ Ｗ－１８８６、Ｈ－２３９０ １台  

  ⑧    /ＳＢ２０１ Ｗ－１８８６、Ｈ－２５９０ １台  

  ⑨    /Ｓ１０１  Ｗ－１８８６、Ｈ－２９５０ １台  

  ⑩    /Ｓ２０１  Ｗ－１８８６、Ｈ－２５９０ １台  

  ⑪    /３０１   Ｗ－１８８６、Ｈ－２５９０ １台  

 なお、配置図は「別紙」のとおり  

 

６ 点検内容 

（１）開閉機関係 

①  開閉機油量の適否、回転時の異常音の確認 

②  モーター回転時の異常音、発熱状態の確認 

（２）開閉伝導装置関係 

①  ブレーキ作動状態、ライニングの摩耗状態の確認 

②  手動装置クラッチ切り替えの良否、手動用チエーンの操作力 

③  シャフトローラチェーンテンションの良否、ジョイントの確認 

④  ワイヤロープの摩耗度、結び目の確認 

⑤  ワイヤローラの回転状態、摩耗度の確認 

⑥  シャフトスプロケットスピールキーの状態、開閉スプロケットの芯振れの確認 
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⑦  巻き取りシャフトの回転状態、シャフトかたよりの有無 

⑧  ワイヤードラムスピールキーの状態、ワイヤー巻き取り状態の確認 

⑨  ブラケット、駆体とのアンカーボルトの緩み、溶接状態の確認 

⑩  軸受け、回転状態、ブラケットとのセットボルトの状態確認 

（３）スラット・ケース関係 

①  スラットの変形、損耗、片寄り、異常音の有無 

②  スラット吊りもと変形の有無、セットボルトの状態確認 

③  座板損傷の有無 

④  スラット押し車損傷の有無、回転状態 

⑤  レールの変形、清掃の確認 

⑥  ケースの変形点検口の確認                                    

（４）電気関係 

①  制御盤の損傷、接続端子の緩み確認、サーマルリレーの容量確認、ナイフスイ

ッチのヒューズ容量確認、マグネットスイッチの作動状態 

②  リミットスイッチローラチエーンのセンターテンションの良否作動確認 

③  押しボタンスイッチ施錠確認、ボタンの押し具合確認 

④�   ソレノイド、安全スイッチの作動確認 

 

７ 提出書類 

（１）受託者は、作業申請及び駐車願を事前に厚生労働省へ提出しなければならない。 

（２）受託者は、作業当日の作業前と作業後には厚生労働省にその旨報告しなければな

らない。 

（３）当日の作業後には、必要事項を記入した作業日報を委託者に提出しなければなら

ない。 

（４）実施報告書については、以下の部数を提出すること。 

    ① 紙媒体        ２部 

② 電子媒体（ＣＤ－Ｒ） １枚  

（５）各作業工程において、作業過程ごとの写真を、工事報告書に添付しなければなら

ない。なお、写真はデータ（上記②）としても１部提出しなければならない。 

（６）点検作業最終日から２０日以内に全ての作業報告書を添付書類も含めて委託者に

提出しなければならない。 

 

８ その他 

（１）受託者は、当該業務請負に際して知り得たいかなる情報についても、厚生労働省

の同意無く第三者に開示し又は他の目的に使用してはならない。 

（２）当該仕様書に記載のない事項については、厚生労働省と受託者協議のうえ定める

こととする。 
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（２）－サ 
 

１ 件名 免震装置点検業務 

 

２ 業務内容 

受託者は、当該対象物に対し点検、清掃及び調整等を行い、免震装置の維持保全が

行われるよう点検等を実施するものとする。 
 
３ 履行場所及び日時 

（１）履行場所 

東京都練馬区上石神井４－８－４ 厚生労働省上石神井庁舎電算棟 

（２）履行日時 

年１回。厚生労働省と調整の上、決定する。（１～２月の２日間を予定。） 

 
４ 点検対象 

点検対象は以下のとおり。なお、配置図については「別紙」参照。 

①積層ゴム 
製造会社 型 式 ゴム外径 数量（基） 

㈱ブリヂストン 

ＮＨ０７０Ｇ４（天然ゴム系積層ゴム） φ７００ ２ 
ＮＨ０７５Ｇ４（天然ゴム系積層ゴム） φ７５０ ５ 
ＮＳ０８０Ｇ４（天然ゴム系積層ゴム） φ８００ ３ 
ＬＨ０６５Ｇ４Ｂ（鉛プラグ入り積層ゴム） φ６５０ １０ 

オイレス工業㈱ 
ＬＲＢ７５０（鉛プラグ入り積層ゴム） φ７５０ ６ 
ＬＲＢ８００（鉛プラグ入り積層ゴム） φ８００ １０ 

※耐火被覆外観検査については、３６基すべてにおいて実施する。 
 耐火被覆を取り外して行う積層ゴム外観検査については、「免震建物維持管理基準－

２００７－」に基づき、製造会社ごとに３基、計６基実施する。 
②その他 

名称 対象範囲（㎡） 
免震層 

２，３００ 
建物外周部 
設備配管 
配線可撓部 

 
５ 通常点検 

①積層ゴムアイソレータ・弾性すべり支承 
ⅰ．積層ゴムの傷及び変色の有無を点検する。 
ⅱ．鋼材部のさびの有無及び取付け状態の良否を点検する。 
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②周辺環境 
ⅰ．移動範囲内の障害物の有無を点検する。 
ⅱ．建物と外周工作物とのクリアランス（規定離隔）の良否を点検する。 
ⅲ．建物位置マーキングの確認及び異常変位の有無を点検する。 

③設備配管類 
  配管、可撓部の変形、亀裂等の有無を点検する。 
 
 
６ 提出書類 

（１）受託者は、作業申請及び駐車願を事前に委託者へ提出しなければならない。 
（２）受託者は、作業当日の作業前と作業後には委託者にその旨報告しなければならな

い。 
（３）作業後、必要事項を記入した作業日報を委託者に提出しなければならない。 
（４）実施報告書については、以下の部数を提出すること。 
    ① 紙媒体        ２部 

② 電子媒体（ＣＤ－Ｒ） １枚  
（５）各作業工程において、作業過程ごとの写真を、作業報告書に添付しなければなら

ない。なお、写真はデータ（上記②）としても１部提出しなければならない。 
（６）点検作業最終日より２０日以内に全ての作業報告書を添付書類も含めて委託者に

提出しなければならない。 
（７）点検は、社団法人日本免震構造協会が定める資格認定制度に関する規定に基づく、

「免震建物点検技術者」の点検資格者が実施すること。 
 
７ その他 

（１）受託者は、当該業務請負に際して知り得たいかなる情報についても、厚生労働省

の同意無く第三者に開示し又は他の目的に使用してはならない。 
（２）本仕様書に記載のない事項については、「免震建物維持管理基準－２００７－」

（社団法人 日本免震構造協会）に基づき、厚生労働省と受託者協議のうえ定める

こととする。 
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（２）－シ 

１ 件名 衛生設備清掃業務 
 
２ 委託場所  

東京都練馬区上石神井４－８－４ 
厚生労働省上石神井庁舎 

 
３ 履行日時  

年２回。厚生労働省と調整の上、決定する。 
（１回目：６～７月、２回目：１～２月を予定。） 

 
４ 一般事項 
（１） 受託者は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号 

以下「清掃法」という。）第７条による一般廃棄物（し尿混じりのビルピット
汚泥）収集，運搬業及び同法律第１４条による産業廃棄物（汚泥）収集、運搬
業の許可を有するものであること。 

（２） 受託者は、清掃によって生じた汚泥等については、一般廃棄物及び産業廃棄
物の種類別に、清掃法等の規定に基づいた処分場で適正に処理すること。 

（３） 受託者は、庁舎管理者の指示に基づいて、仕様書による内容事項を誠実に守
らなければならない。 

（４） 本仕様書の各委託業務の内容は大要を示したものであり、受託者は本仕様書
に記載されていない事項についても、庁舎の維持管理上必要な場合には双方協
議のうえ実施すること。 

（５） 受託者は、庁舎管理者の指示に基づいて、作業実施計画書をあらかじめ提出
すること。 

（６） 受託者は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 
 
５ 実施箇所 
（１）受水槽（年１回） 

電算棟（別紙１参照） 
① 受水槽・・・・・７．５ｔ、２槽式  

（２）汚水・雑排水槽（年２回） 
電算棟（別紙２参照） 
① 汚水槽・・・１槽 
② 雑排水槽・・・・５槽 

（３）屋内配水管（年１回） 
 電算棟（別紙３－１参照） 
  ① 小便器排水管・・・１１か所 
  ② 手洗い器排水管・・２１か所 
  ③ モップ流し排水管・・３か所 
  ④ 給湯室流し排水管・・４か所 
  ⑤ 各階横引主管 
  ⑥ 堅管（３階～１階）～第一桝 

事務棟（別紙３－２参照） 
①  小便器排水管・・・９か所 
②  手洗い器排水管・・１６か所 
③  モップ流し排水管・・５か所 
④  給湯室流し排水管・・３か所 
⑤  各階横引主管 
⑥  立て管（３階～１階）～第一桝 
⑦  うがい器（３階～１階、各階 1 台、3 か所） 

（４）屋外排水管（年１回） 
 構内（別紙４参照） 
 

６ 実施の範囲 
清掃業務の基準は、「建築物における衛生的環境の確保に関する法律（昭和４５
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年法律第２０号）」（以下「ビル管理法」と言う。）に基づく飲料水関係義務事項
を基本とし、その他関係法令に基づき実施すること。 

（１） 受水槽 
① 各水槽及び付属装置の外観点検（固定ボルトの緩み、さび、腐食、損傷等） 
② 清掃実施者は、６か月に１回は健康診断（検便）を受診し、その結果が陰
性であること。 

③ 作業当日は、下痢、風邪、皮膚病等の感染疾病の症状がないこと。 
④ 槽内に入る前に、長靴の滅菌、手指の消毒を必ず行うこと。 
 
 
⑤ 槽内の清掃は、酸素濃度を測定し危険防止処置（換気等）を十分に講ずる
こと。また、作業中は槽外で１名以上が監視するなど危険防止に努めること。 

⑥ 清掃に先立ち設備管理担当者と十分に打ち合わせを行い、断水はさせない
こと。  

⑦ タンク内の沈殿物及び浮遊物並びに壁面等に付着した物質を除去し洗浄す
ること。なお、壁面等に付着した物質除去は、タンクの材質に応じ、適切な
方法で行うこと。 

⑧ 洗浄に用いた水は、完全にタンク外に排除するとともに、タンク周辺の清
掃を行うこと。 

⑨ 清掃終了後、水道引込管内等の停滞水や管内のもろい錆等がタンク内に流
入しないようにすること。 

⑩ 清掃により生じた産業廃棄物（汚泥）は、受託者が収集運搬し、適正に処
分すること。 
なお、運搬及び処分費用については受託者が負担するものとする。 

⑪ 清掃終了後、塩素剤を用いてタンク内の消毒を行う。 
⑫ 消毒薬は、有効塩素５０～１００㎎濃度の次亜塩素酸ナトリウム溶液又は
これと同等以上の消毒能力を有する塩素剤を用いる。 

⑬ 消毒は、タンク内の全壁面、床及び天井の下面について、消毒薬を高圧洗
浄機等を利用して噴霧により吹き付けるか、ブラシ等を利用して行う。 

⑭ 消毒に用いた排水は、完全にタンク外に排除する。 
⑮ 消毒終了後は、タンク内に人の立ち入りを禁止する措置を講ずる。 
⑯ 水質検査 
ア 取水は設備管理担当者の指定する末端給水栓において、水槽清掃後２週
間以降に取水し水質検査を行うこと。 

イ  取水は電算棟１カ所とし、検査方法及び検査値は、「水道法（昭和３２
年法律第１７７号）第４条第２項」の規定に基づく、水質基準に関する省
令（平成１５年厚生労働省令第１０１号）によるものとする。 

ウ 検査機関は、「ビル管理法」に定める事業登録業者（建築物飲料水水質
検査機関）とする。 

 
（２） 汚水・雑排水槽 

① 各槽及び付属装置の外観点検（漏水及び壁面等の損傷、き裂、さび等の有
無、害虫発生状況、悪臭の有無等） 

② 槽内の清掃は、酸素濃度を測定し危険防止処置（火気及び換気等）を十分
に講ずること。また、作業中は槽外で１名以上が監視するなど、危険防止に
努めること。 

③ 蚊、ハエ等の発生の防止に努め、清潔を保持する。 
④ 槽内の汚水及び残留物質を確実に槽外に排除すること。 
⑤ 清掃に先立ち厚生労働省担当者と十分に打ち合わせを行い、厚生労働省担
当者の指示に従うこと。 

⑥ 汚水槽から排出する一般廃棄物（し尿混じりのビルピット汚泥）は、受託
者が収集運搬し、適正に処分すること。 
なお、運搬費及び処分費用については受託者が負担するものとする。 

⑦ 雑排水槽から排出される産業廃棄物（汚泥）は、受託者が収集運搬し、適
正に処分すること。 
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なお、運搬及び処分費用については受託者が負担するものとする。 
⑧ 受託者は、産業廃棄物管理表（以下「マニュフェスト」という）Ｂ２（運
搬終了）票を、報告書に添付しなければならない。尚、Ｂ１（収集運搬業者
保管）票を５年間保存すること。 

⑨ 委託者は、受託者から受け取ったマニュフェストＢ２票と共に、Ａ（排出
事業者保管）票及び処分業者発行のＤ（処分終了）票及びＥ（最終処分終了）
票を５年間保存しなければならない。 

 
 

（３） 屋内排水管 
   ① 本管は高圧ジェット洗浄機を使用し、掃除口又は排水口よりマンホールに

近い方から清掃すること。 
   ② 排水管中洗面器にＵストラップのない枝管は、平管清掃用ワイヤー又は電

動ワイヤーにて排水口より水を放流しながら清掃すること。 
 
（４） 屋外排水管 
   ① 屋内排水管の清掃に先立って行うこと。 
   ② 各マンホール及び排水の系統を確認すること。 
   ③ 下流マンホールより上流マンホールに向け高圧洗浄を行うこと。 
   ④ マンホール内の付着物を清掃すること。 
   ⑤ マンホールを高圧水で清掃すること。 
 
７ 提出書類 
（１） 受託者は、作業申請及び作業者名簿を事前に委託者へ提出しなければならな

い。 
（２） 受託者は、作業当日の作業前と作業後には、委託者にその旨報告しなければ

ならない。 
（３） 当日の作業後には、必要事項を記入した作業日報を委託者に提出しなければ

ならない。 
（４） 実施報告書については、以下の部数を提出すること。 

① 紙媒体        ２部 
② 電子媒体（ＣＤ－Ｒ） １枚  

（５） 各作業工程において、作業過程ごとの写真を、報告書に添付しなければなら
ない。 
なお、写真はデータ（上記②）としても１部提出しなければならない。 

（６） 清掃作業最終日より２０日以内に全ての作業報告書を添付書類も含めて委託
者に提出しなければならない。 

 
８ その他特記事項 
（１） 作業にあたっては、建物の床、壁、機器等を損傷し、又は支障を及ぼさない

よう事前に養生等行う。 
（２） 作業が終了したときには、養生材、工具、資機材及び発生材等を撤去し、必

要に応じて建物の床、壁、機器等を清掃すること。 
（３） この業務委託に使用する器具及び消耗機材は、受託者の負担とし、良質かつ

適正なものを使用すること。 
（４） 清掃の結果、機能に異常又は劣化等がある場合には、とるべき必要な措置を

実施報告書に記載すること。 
（５） 作業工程において、受託者は庁舎管理者と打ち合わせを行い、円滑に作業を

進めること。特に屋内の清掃に関しては作業時間の指定もあり得るので、注意
すること。 

（６） 作業日程の変更及び行程の変更等が生じた場合は、事前に委託者と協議し委
託者の了解を得ること。 

（７） 本仕様書の条項に疑義を生じたとき、又は本仕様書に定めのない条項に関し
て、は、委託者と協議の上決定する。 
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別紙１ 

 

受水槽（電算棟） 

 

 

                   電算棟受水槽            ７.5㎥ 

 

 

          

                           

 

                                                                             

                                 Ｂ２Ｆ受水槽系統図 

                                                                                        

                                                

                                                              

                                                               

                         受水槽                                      

                                                              

                                   

                                                     

                                                              

ＧＶ20

定水位弁

ＧＶ

（有効 ）3.0
3

m

緊急排水

Uトラップ

75

6
0
0

100

ＧＶ

40

Ｍ ＦＪ

緊急遮断弁

－

20

40

40

ＦＪｘ2

2025

1
0
0
0
以
上

Ｂ.Ｔ Ｂ.Ｔ

50 ＧＶｘ3

50 ＦＪｘ3

01

TW

01

PU

ＦＪ

75

緊急遮断弁

75

100

ＧＶ

ＧＶ Ｍ ＧＶ

40

ＧＶ

ＦＪ

※1

定水位弁

ＦＪｘ2

20

ＬＦ-５

25
ｘ２

ＧＶ

25

40

40

25

ＧＶ

25

－

※1

リモート式－

75

量水器

ＧＶｘ2

20

－

ＧＶ

受水槽清掃

ＡＨＵ室ＡＣ室

受水槽

２.水質試験成績提出
１.受水槽清掃

３.清掃報告

m

M

m

M

M M

Ｄ
階

段

Ｅ
Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｓ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｉ

Ｑ Ｑ

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ

Ｊ

Ａ

ＦＧ

Ｈ

Ｃ

Ｐ

ＮＭＬ

Ｐ

Ｏ

Ｄ
階

段

Ｅ
Ｐ
Ｓ

ＣＨ

ＣＨ

ＥＡ

ＡＨＵ室

廊下２

PS

電力

ＭＴ室 帳票倉庫

Ｐ
Ｓ

Ｄ
階

段

Ｅ
Ｐ
Ｓ

ＣＨ

ＣＨ

ＥＡ

ＡＨＵ室

廊下２

PS

電力

Ｐ
Ｓ

Ｂ２０２
Ｂ２０４ Ｂ２０８

空調設備室

北ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

東ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

Ｂ２－４空調設備室

引き込み室

WC

(Ｂ２－３)
空調設備室
(Ｂ２－１）

(Ｂ２－１)
ＰＳ

(Ｂ２－1）

帳票倉庫
トータル

資材庫
（上部：排気用

ＤＳ）

ＦＥＰ

ＦＥＰ

ＭＴ室
徴収
ＭＴ室

徴収
帳票倉庫

自家発電機室
受変電室ＵＰＳ室

南ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ

空調設備室

(Ｂ２－２)

受水槽室

EVﾎｰﾙ

消火
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

労災 労災

西階段

消火設備室
ＭＴ室

トータル
Ｂ２０７Ｂ２０６Ｂ２０５Ｂ２０３ 東階段Ｂ２０１

地下２階平面図 1/200

廊下１

165



別紙２ 
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№２ 雑排水槽Ｈ１７００×Ｗ６０００×Ｄ２５００ ２５.５㎥
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汚水・雑排水槽配置図
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（２）－ス 

１ 件名 飲料水水質検査 

 

２ 委託場所 

東京都練馬区上石神井４－８－４  
厚生労働省上石神井庁舎（電算棟３Ｆ給湯室） 

 
３ 履行日時 

年２回。厚生労働省と調整の上、決定する。 

 

４ 業務内容 

 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則（以下「ビル管理法施行 
規則」という。）第 4 条第 4 項ロ及びハに基づき、以下のとおり水質検査を行うこ 
と。 

 なお、検査方法については「厚生労働省告示第２６１号」に基づき実施すること。 

 

 

５ 検査内容 

（１）ビル管理法施行規則第 4 条第 4 項ロに基づく６ヶ月毎の検査 

① 一般細菌 

② 大腸菌 

③ 鉛及びその化合物 

④ 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

⑤ 亜鉛及びその化合物 

⑥ 鉄及びその化合物 

⑦ 銅及びその化合物 

⑧ 塩化物イオン 

⑨ 蒸発残留物 

⑩ 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 

⑪ ＰＨ値 

⑫ 味 

⑬ 臭気 

⑭ 色度 

⑮ 濁度                       以上 １５項目 

 

（２）ビル管理法施行規則第 4 条第 4 項ハに基づく 1 年毎の検査（第１回目のみ） 

① シアン化物イオン及び塩化シアン 

② クロロ酢酸 

③ クロロホルム 

④ ジクロロ酢酸 

⑤ ジブロモクロロメタン 

⑥ 臭素酸 
⑦ 総トリハロメタン（クロロホルム、ジブロモクロロメタン、ブロモジクロロ 
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メタン及びブロモホルムのそれぞれの濃度の総和） 

⑧ トリクロロ酢酸 

⑨ ブロモジクロロメタン 

⑩ ブロモホルム 

⑪ ホルムアルデヒド 

⑫ 塩素酸                        以上 １２項目 

 

６ 提出書類 

（１）受託者は、作業日程表及び作業員名簿を作業日前７日以上前に厚生労働省担

当者へ提出しなければならない。   

  （２）受託者は、作業当日の作業前と作業後には厚生労働省担当者にその旨報告し

なければならない。 

（３）当日の作業後には、必要事項を記入した作業日報を厚生労働省担当者に提出 

  しなければならない。 

  （４）実施報告書については、以下の部数を提出すること。 

① 紙媒体                ２部 

② 電子媒体（ＣＤ－Ｒ） １枚 

（５）各作業工程において、作業過程ごとの写真を、実施報告書に添付しなければ 

   ならない。 
  なお、写真はデータ（上記②）としても１部提出しなければならない。 

  （６）検査作業最終日より２０日以内に全ての作業報告書を添付書類も含めて厚生

労働省担当者に提出しなければならない。 

 

 ７ その他 

（１） 受託者は、当該業務請負に際して知り得たいかなる情報についても、厚生労 
働省の同意無く第三者に開示し又は他の目的に使用してはならない。 

（２） 当該仕様書に記載のない事項については、厚生労働省と受託者協議のうえ定 
めることとする。 
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（２）－セ 
 

１ 件名   湯沸器点検業務 

 

２ 委託場所  

  東京都練馬区上石神井４－８－４  

厚生労働省上石神井庁舎（電算棟） 

 

３ 履行日時  年１回。厚生労働省と調整の上、決定する。 

 

４ 業務内容 

受託者は、当該機器に対し点検、清掃（分解清掃含む）及び調整等を行い、機器の 

正常な稼働に必要とさ れる場合には、部品交換（パッキン類）等を実施するものと 

する（※別紙「点検調整項目」表を参照のこと）。 

  ■対象機器：ＨＤＥＮ－１２×３台 （電算棟 １～３階） 

        ※本機器は平成 26 年度中の更新を予定している。 

 

５ 特記事項 

  下記費用は当該点検業務に含まれないものとし、要する費用については別途支払う 

事とする。 

（１）摩耗又は故障等による部品交換の際の部品費用（パッキン類は除く）。交換に

要する作業に要する費用 は、原則当該保守業務に含まれるものとする。 

    但し、重大な故障に基づく場合の作業費の負担については、別途協議のうえ定

めるものとする。 

 （２）取扱い不良又は天災等不可抗力に起因する故障修理費用 

 （３）供給電源の変動に起因する故障修理費用 

 （４）機器のオーバーホール 

 

６ 提出書類 

（１）受託者は、作業日程表及び作業員名簿を作業前７日以上前に厚生労働省担当者

へ提出しなければならない。 

（２）受託者は、作業当日の作業前と作業後には、厚生労働省担当者にその旨報告し

なければならない。 

（３）当日の作業後には、必要事項を記入した作業日報を厚生労働省担当者に提出し

なければならない。 

（４）実施報告書については、以下の部数を提出すること。 

     ① 紙媒体         ２部 

     ② 電子媒体（ＣＤ－Ｒ）  １枚  

172



（５）各作業工程において、作業過程ごとの写真を、工事報告書に添付しなければな

らない。 

    なお、写真はデータ（上記②）としても１部提出しなければならない。 

（６）点検作業最終日より２０日以内に全ての作業報告書を添付書類も含めて厚生労

働省担当者に提出しなければならない。 

 

７ その他 

（１）受託者は、当該業務受託に際して知り得たいかなる情報についても、厚生労働

省の同意無く第三者に開示し又は他の目的に使用してはならない。 

（２）当該仕様書に記載のない事項については、厚生労働省と受託業者協議のうえ定

めることとする。 
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1 良 否 取替 取替要

2 良 否 破損 取替 取替要

3 良 否 破損 取替 取替要

4 良 否 破損 取替 取替要

5 良 否 破損 取替 取替要

6 良 否 破損 取替 取替要

7 良 否 破損 取替 取替要

8 良 否 破損 取替 取替要

9 取替 取替要

10 良 否 破損 取替 取替要

11 良 否 破損 取替 取替要

12 良 否 破損 取替 取替要

13 良 否 破損 取替 取替要

14 良 否 破損 取替 取替要

15 良 否

16 良 否

17 良 否

18 良 否

19 良 否

20 良 否

21 良 否

22 良 否

23 良 否

24 良 否

点　　　検　　　調　　　整　　　項　　　目

点　　　検　　　項　　　目 作　　業　　内　　訳 結　　　　　果

本体外胴　　 　（ｹｰｼﾝｸﾞ） 清掃

処　　　置

本体内胴　　 　(水槽部 ） 水槽水洗

ボールタップストレーナー 清掃

ボールタップ　  （  　mm） 清掃・ﾊﾟｯｷﾝ取替

水位センサー 清掃　･　作業確認

温調センサー 清掃　･　作業確認

ヒーター　(　　　kw.　　　個） 清掃　･　作業確認

沸騰センサー 清掃　･　作業確認

電磁接触器　　（　　　　型） 点検　･　作業確認

温度ヒューズ　 （　　　　型） 取替　･　作業確認

内部配線及び端子 点検　･　増締

マイコン操作盤 点検　･　作業確認

雑湯混合用　　ﾁｬｯｷ･ｺｯｸ 清掃　･　作業確認

雑湯混合装置　（Ｗ型のみ） 清掃　･　作業確認

マイコンエラー－Ｅ０ エラー作動確認

マイコンインプット 仕様確認

マイコンエラー－Ｅ２ エラー作動確認

マイコンエラー－Ｅ１ エラー作動確認

エラー作動確認

マイコンエラー－Ｅ４ エラー作動確認

マイコンエラー－Ｅ３ エラー作動確認

別　紙

漏電　･　絶縁 点検　･　検査

マイコンエラー－Ｅ７ エラー作動確認

マイコンエラー－Ｅ６ エラー作動確認

マイコンエラー－Ｅ５
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